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　これまで近世史（江戸時代史）の研究といえ
ぶんけんしりょう そうば

ば，その豊富な文献史料を読み解くことと相場
　

が決まっていた．しかし，近年，再開発にとも
まいぞうぶんかざい はっくつちょうさ

なって近世を対象とした埋蔵文化財の発掘調査
とぼ

が急増している．かつては，文献史料の乏しい
こふん

古墳時代以前が考古学の学問的対象であったこ
かくせい

とを考えると隔世の感である．

　そのきっかけとなったのは，もちろん東京都

の江戸遺跡であるが，徳島県でも 1990年代に
しんくらちょうかいわい じょうさんじま

なって，新蔵町界隈や常三島を中心に近世遺跡
いちじる

の調査件数の増加は著しい．こうした調査で明
こうはん

らかになりつつある近世史像は広範な物資の流

通の実態を提示してくれている．地元徳島の
おおたにやき

大谷焼の出土はその例である．

　　上方に運ばれた大谷焼　　上方に運ばれた大谷焼　　上方に運ばれた大谷焼　　上方に運ばれた大谷焼　　上方に運ばれた大谷焼
　　　　　　　　　　　　　石尾　和仁

かまもと のうだ

　大谷焼の研究は，窯元であった納田家に伝わ
とうきゆらいしょ

る『陶器由来書』を分析された故豊田進氏に

よってすすめられているが，それによると，18
じき はんよう はいよう

世紀後半に磁器生産を始めた藩窯が廃窯になっ
あいしょう かさいそうざえもん じんりょく しがらきやき とうこう

た後，藍商笠井惣左衛門の尽力で信楽焼の陶工
ちゅうぞう てんめい みんよう

忠蔵を招いて天明4年（1784）に民窯として陶
てつゆう ほどこ とうきがめ

器生産を開始するという．鉄釉を施した陶器甕

びん すりばち

や瓶・播鉢等を主に生産していたが，この大谷

焼が近年発掘調査の増加している徳島城下町の

各遺跡はもちろんのこと，関西方面でも出土す
いたみ

ることが報告されている．兵庫県伊丹市の伊丹
ごうまち さかい まちやあと

郷町遺跡や大阪府堺市内の町屋跡では19世紀
しょとう かめ べんそう ひんど

初頭以降大谷焼の甕が便槽に使用される頻度が

高まるようである．こうした出土事例が示すよ

うに，少なからず大谷焼が大阪湾を渡って流通

していたことが知られるのである．伊丹郷町の
じゅうじ

調査に従事された富山大学の前川要氏は，伊丹
しゅうん はんがえ に しょうひ

の酒運の搬帰り荷として大谷焼が消費されると
りゅうつうきこう

いう，大阪湾をめぐる近世後期型流通機構がこ

の時期成立してくるのではないかと述べてい

る．こうした事実は考古学の方面から大谷焼の

歴史に迫っていける 1つの材料になろう．

　このように，流通する陶磁器群から近世徳島

をめぐる流通の実態がうかがえるのであり，こ
わくぐ

れまでの農村史を主流とした近世史研究の枠組

みを大きく変える可能性を「近世考古学」は

持っている．近世史研究にとって大変魅力的な
ていきょう

材料を提供してくれているのであり，一人でも

多くの方が「近世考古学」に関心を持っていた

だけることを願わずにはいられない．　　　　

　　　　　　（いしお　かずひといしお　かずひといしお　かずひといしお　かずひといしお　かずひと：友の会会員）
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もく か

　スズメ目モズ科のモズLanius　bucephalusは，
えもの まんぷくじ えだ とげ ゆうしてっせん

捕らえた獲物を満腹時には木の枝や刺，有刺鉄線な
くし はさ

どに串ざしにしたり，挟んだままにして食べずに

行ってしまうといった，この仲間特有の行動をす
ひら

る．秋から冬にかけ，開けた畑や公園，庭などモズ
せいそく

の生息している地域には普通に見られ，モズのハヤ

ニエ（早贅）と呼ばれている．このモズのハヤニエ
しょうさい

に関しては，唐沢孝一氏が観察，実験記録を詳細に

紹介しており，大変興味深い．この中には，今まで
に明らかにされているハヤニエの動物リストが報告

りゅうるい ちょうるい ちゅうるい りょうせいるい ぎょるい

されており，ほ乳類，鳥類，は虫類，両生類，魚類，
こんちゅうるい しゅめい けいさい

昆虫類の種名が多数掲載されている（モズの話，北
隆館，1980）．
ひっしゃ みょうざいぐんいしいちょう

　筆者は1995年11月に２回，徳島県名西郡石井町
かじゅ こうさん

で，本県特産の果樹，香酸カンキツの仲間であるス

ダチの木の刺にハヤニエとなったアカエグリバ

Oraesia　excavata　Butler（ヤガ科）の成虫を１

個体ずつ観察した．この場所より直線距離にして，
南に約200m位の所には東西に山が連なっている．

しょくさい うんしゅう

そこからスダチの木の周辺に植栽されている温州ミ
きゅうじゅう ひらい

カンの果実を吸汁しに夜間飛来し，モズに襲われた
かわうちちょう

のだろう．また，1996年 3月には，徳島市川内町
しもべっく ぞうきばやし

下別宮の，サツマイモ畑に囲まれた雑木林に植わっ

ている，ヤマナシ（現在の重要な果樹であるナシは

このヤマナシから改良された）の刺にさされた子ガ

メ（クサガメ）のハヤニエを観察した．サツマイモ
畑の間には小川が流れているので，そこで捕らえら

すいさつ

れたものと推察される．

モズのハヤニエモズのハヤニエモズのハヤニエモズのハヤニエモズのハヤニエ

行成　正昭

     図図図図図 11111：：：：：温州ミカンの枯枝に刺されたアゲビコノハ成温州ミカンの枯枝に刺されたアゲビコノハ成温州ミカンの枯枝に刺されたアゲビコノハ成温州ミカンの枯枝に刺されたアゲビコノハ成温州ミカンの枯枝に刺されたアゲビコノハ成

　　　虫　　　虫　　　虫　　　虫　　　虫（（（（（19971997199719971997年年年年年 1 11 11 11 11 1月）月）月）月）月）

     図図図図図 22222：：：：：有刺鉄線に刺されたカナヘビ有刺鉄線に刺されたカナヘビ有刺鉄線に刺されたカナヘビ有刺鉄線に刺されたカナヘビ有刺鉄線に刺されたカナヘビ（（（（（19981998199819981998年年年年年 1 11 11 11 11 1月）月）月）月）月）

図図図図図 33333：：：：：ナンテンの二又になった枝に挟み込まれたナンテンの二又になった枝に挟み込まれたナンテンの二又になった枝に挟み込まれたナンテンの二又になった枝に挟み込まれたナンテンの二又になった枝に挟み込まれた

　　　　　　　　　　          アマガエルアマガエルアマガエルアマガエルアマガエル（（（（（19981998199819981998年年年年年 1 21 21 21 21 2月）月）月）月）月）

図図図図図 11111 図図図図図 22222

　ところで，唐沢氏の動物リストの中にアカエグリ
かか

バの幼虫は掲げられているが，成虫は記録されてい
きわ

ない．また，カメの記録もない．これらは極めて珍
しい例と思われる．
　次に，我が家の庭でのモズのハヤニエの観察例を

紹介しておく．ここのモズは 1997年 11月～ 12月

の間にアマガエルばかりモモの枝に3個体，ウメの

枝に 2個体，カリンの枝に 1個体，サンシュユ（別

名ハルコガネバナ，アキサンゴ）の枝に2個体，ナ

ンテン（二又になった枝に挟み込んでいた）に1個

体をハヤニエにした．この庭の樹上にはアマガエル

がよく見られることは確かである．この例のように
どうぶつそう

モズのハヤニエは，その環境の動物相をある程度
はんえい

反映していることが分かる．
さ やす とっきぶつ

　ハヤニエをたてる植物も様々で，刺し易い突起物

があれば，手当たり次第に利用するようである．徳
島県三好郡池田町新山にタラノキ（ウコギ科）がお

ほじょう

よそ 10aに 1,000本植栽されている圃場があるが，
ちょうが りんしもく

先端の頂芽に鱗翅目の幼虫のハヤニエが認められ

た．そこで翌日の 1998年 1月 8日に，この圃場内

を歩いて観察したところ，鱗翅目の幼虫の個体（毛

虫：4，イモムシ状のもの：5，ひからびていて種名

を特定することはできなかった），べニモンツノカ

メムシ，アマガエル各1個体のハヤニエが見つかっ

た．タラノキにハヤニエをたてる例は今まで報告さ
れていないが，今回の観察例からタラノキはモズが

ハヤニエをたてるのに利用し易いのかも知れない．
　秋から冬にかけ，調査区を決め，ハヤニエを探し，

発見したハヤニエが，その後どのように消失してい

くのか調べてみるのも興味深い．また，モズは生態
しょくもつれんさ

系内の食物連鎖の上位に位置するので、ハヤニエに

よって，モズの捕らえた獲物を確認することで，そ
しょくもつもう どうぶつそう

の地区の食物網を作成したり，動物相を明らかにす

ることができるかも知れない．その気になれば，自
然からの情報を引き出せるテーマは身近な所にいく

らでもある．　（ゆきなり　まさあき：友の会会員）
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おえぐんやまかわちょう

　先日，久しぶりに麻植郡山川町にある
あわわしでんとうさんぎょうかいかん

阿波和紙伝統産業会館（以下和紙会館）へ足を

運びました．これまでと変わりなく，阿波和紙

産業会館という言葉にふさわしい「蔵」をイ

メージした近代的な建物が迎えてくれます．こ

の会館へは車で来るのが一番ですが，ＪＲ四国

を利用するときはＪＲ徳島本線阿波山川駅で下

車し，南（ふいご温泉方面）へ徒歩で１５分ほ

どです．

　駐車場に車を止め，会館へ入ると，ガラス越
かみす

しに紙漉きの作業所が目に飛び込んで来ます．

ついつい見とれてしまい，入館の手続きを忘れ

てしまいそうになります．入館の手続きをすま

したら，まず２階へ．
ゆらい

　２階に上がると麻植郡における和紙の由来や

和紙づくりの作業工程を紹介したビデオが映し

出されています．初めて来館された方は，まず

このビデオを見てから館内を見学するとよいで

しょう．２階にはギャラリーや多目的ホールが

あります．ギャラリーでは，デザイナーやアー
そうさくてん

ティストによる創作展や古いものから新しいも

のまで和紙作品のテーマコレクション展などを
じょうじかいさい

常時開催しています．私が訪れたときは，「池

田毅，二十四節気考」展が開催されていまし
しょせき ぶんけん

た．多目的ホールには，紙に関する書籍・文献・
しゅうしゅうほかん えつらん

資料等が収集保管され，閲覧できます．また，
しちょうかくせつび ゆう

視聴覚設備を有し，講演会，講習会などが催さ

れます．しかし，一番の目玉は，１階の紙漉き

の作業所が２階まで吹き抜けになっており，
さきほど

先程見たビデオの作業工程や紙漉きの作業をし
しょくにん

ている職人さんたちの様子を２階からつぶさに

見学できることです．

　つぎに，１階の小展示室（ミュージアム

ショップ）に足を運んでみましょう．この和紙

会館でつくられたさまざまな種類の和紙やそれ

らを使って作られた文具やインテリアなどの日

常品が展示販売されています．本当にいろいろ

なものがあり，ここを見るだけでも来た価値が

あるかもしれません．藤森館長の言われている
しんせん かんせい

「現代の生活空間に，新鮮な感性をとどける和

紙づくりに私たちは思いをこめています」

（ホームページより）と言う言葉が実感される

かもしれません．

　和紙会館は，見学するだけでなく実際に「紙
げんりょう しょり かんそう

漉き体験（原料の処理，紙漉き，乾燥，仕上げ
せいぞうこうてい てす

までの阿波和紙の製造工程を見学し，手漉き・
そ す たいけんがくしゅう

染め・刷りの体験学習）」ができます．本格的に

紙漉きをやって見たい人は，「阿波手漉和紙研

修会」に参加されるといいでしょう．さらに，和

紙を使ったワークショップ（ちぎり絵，和紙人
あいぞめ くさきぞめ

形，藍染・草木染など）も開催されています．ま

た，これまでに国内外から多くのアーティスト

やデザイナーが訪れ，作品を制作しているとの

ことでした．

　この和紙会館に来て，忘れかけている和紙の
みりょく ふ

もつ魅力に触れてみてはいかがですか．最後に
かいせつ

なりましたが，和紙会館がホームページを開設

していますので興味のある方はどうぞ．　　　

URL：http://www.emile.co.jp/awagami/

　　　　　　　　（せお　てつひで：友の会会員）

阿波和紙伝統産業会館全景阿波和紙伝統産業会館全景阿波和紙伝統産業会館全景阿波和紙伝統産業会館全景阿波和紙伝統産業会館全景

　阿波和紙伝統産業会館
●休館日：毎週月曜日（休日の場合は火曜日）

●開館時間：午前 9時～午後 5時

●入館料：一般 300円（240円）/学生 200円

　　　　（160円）/小・中学生 150円（120円）　

　　　　（　）内は 20名以上の団体料金

［問い合わせ先］

　財団法人　阿波和紙伝統産業会館

　〒 779-3401　徳島県麻植郡山川町字川東 141

　 TEL.0883-42-6120   FAX.0883-42-6085

紙漉きの体験学習紙漉きの体験学習紙漉きの体験学習紙漉きの体験学習紙漉きの体験学習

博物館紹介 10

阿波和紙伝統産業会館
瀬尾　哲英
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　会員の武市泰典君は，この夏おじいさんの家
なや す

の納屋に棲みついているムササビの観察を行っ

たそうです．その様子を作文とインタビューで

紹介します．

　セミの声が聞こえなくなって，キリギリスな

どが鳴き始めてから，グルルと言うようなうな

り声がする．しばらく鳴き声がした所を見ると

のき下から二つの目がギラギラ光る．その二つ

の目はしばらくすると体全体をそとに出しての

き下を走ってイチョウの木に飛ぶ．その後ヒマ

ラヤスギにかけ上がって大かっくうをする．そ

の後なん度かかっ空をしてえさのある森にすが

たを消す．

　ぼくがムササビに興味をもったのは祖父の家

の一角でムササビが住み始めたからだ．今は親

子で住んでいて，一ぴきが親で一ぴきがオスの

子どもであることがわかった．夜中にイロハモ

ミジの木にとまってえだをかじったりする様子

も写真にとれた．

　観察していてカメラのフラッシュで目がくら

んで目の前を走っていったり，ぼくのかたに

のったりとてもびっくりした．また、巣の前で

ザワザワすると，出てこなかったりときどき巣

を代えられたりしてかんさつの難しさにも気が

付いた．

　秋にかけては，はん殖期なので子育ての様子

を観察したらおもしろいと思う．

　　　　　　（たけいち　やすのり：友の会会員）

　ムササビの観察をした武市君にお話しをうか

がいました．

－観察した場所はどこですか．
いちのみやちょう だいにちじ

武市君：徳島市の一宮町，大日寺の近くです．

－いつ頃から棲みついているのでしょうか．

武市君：はっきりとはわかりませんが，10年く

らい前からだと思います．
いんしよう

－見たときどんな印象を持ちましたか．

武市君：かわいいけれど，目がギラギラしてい
きみ

て気味が悪いときもあります．尾は体と同じく

らいの長さがあります．ふさふさとしていてタ

ヌキの尾のようです．でも，そんなムササビを

観察するのは楽しいです．

－どんな方法で観察したのですか．
すばこ

武市君：最初は巣箱で観察できないかと思っ
さなごうち

て，作り方を「佐那河内いきものふれあいの里」

に行って教えてもらいました．外の面はざらざ

らしていた方がいいとか，出入口の穴を直径

10cmぐらいにするとかです．８月の初めに巣

箱はつけましたが，結局そこには入りませんで

した．それで，観察は棲みついている納屋の中

と外から，そして木の下から行いました．木の

下に新聞紙を広げておいて，オシッコの観察も

しました．茶色のシミが4～5回付いていたこ

とがありました．それから「いきものふれあい
しょくいん せきがいせん

の里」の職員さんに赤外線ビデオを借りて，納
ろくが

屋の外から出入りの様子を９時間ほど録画しま

した．ムササビは夕方の６～７時頃出てきて，

あと夜中の 12時，３時頃にも出入りがありま

した．

－観察期間はどれくらいですか．

武市君：８月の間で，毎日ではありませんが約

１ヶ月です．

－観察の時間帯を教えてください．

武市君：夜の７時くらいから 12時頃までです

が，３時くらいまで観察したこともあります．

－何を食べているのでしょうか．

武市君：かじった残りものから考えると，青い

柿の実や，クリやモミジの種を食べているよう

です．

－観察していて，印象に残ったことはありまし

たか．

　　　　　ムササビの巣箱をつけた武市君ムササビの巣箱をつけた武市君ムササビの巣箱をつけた武市君ムササビの巣箱をつけた武市君ムササビの巣箱をつけた武市君

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ムササビの観察
　　　　　　　　武市　泰典（中学１年）
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武市君：一度，僕が木の下でいた時，移動する
けいろ

経路のじゃまになったのか，後ろから肩にとま

られたことがありました．びっくりしましたが
と

感動しました．それから，正面から写真を撮っ

た時，フラッシュに目がくらんだのか，木から

落ちてきたことがありました．

－ムササビは２匹で親子とのことですが．

武市君：体の大きさは同じくらいですが，色が

黒っぽいのが子どもで，白っぽいのが親です．

親子で歩き方もちがっていて，親ははねるよう

に歩きますが，子どもは横にずれるように歩き

ます．飛ぶのも親が上手です．親は地上からの

高さの２倍ぐらい飛びますが，子どもは地上か

らの高さと同じくらいしか飛べません．

－今後，どんな観察をしたいと思いますか．
はんしょく

武市君：繁殖について観察したいと思っていま

す．
がんば

－頑張ってください．今日はありがとうござい

ました．

　個人会員の吉成宏さんはときどき来館される

だけでなく，友の会事務局へ手紙も書いてくれ

ます．今日はお便りの内容と吉成さんの日頃の

活動について紹介します．

いたのちょう

　吉成さんは板野町在住で，博物館友の会
せつりつとうしょ

設立当初からの会員さんです．特に岩石，生物

など自然分野に興味を持たれています．この夏

のお便りでは，家の近くのメダカやホタルの
せいそくじょうきょう

生息状況について知らせてくれました．地元の
あいずみちょう

板野町や藍住町を流れる河川の周辺を観察され

ています．お便りとともに，地図のコピーにメ
せいそくちいき

ダカやホタル，ヒメタニシの棲息地域の報告も

いただきました．

　また吉成さんはメダカを自宅でも飼われてお
さんらん ふか

り，何度も産卵・孵化に成功されています．ふ

えたメダカは小学校やお知り合いの方など，希
くば

望者に配ったこともあるそうです．他にも，も
きよう

と木工職人だった手先の器用さを生かして，
こうぶつ けんま がくぶち

鉱物を研磨して自作の額縁に入れて飾りにした

り，昆虫箱を作ったりもしています。この昆虫

箱を作るときは博物館のドイツ箱のサイズを熱

心に計って帰られました．

　それでは，吉成さんが作られた俳句をご紹介

して終わりたいと思います．

　　　父母の　遠く亡くなり　蛍飛ぶ

　　　蛍飛ぶ　燃ゆるこころを　押さえては

　　　　　　　（よしなり　ひろし：友の会会員）

吉成さん吉成さん吉成さん吉成さん吉成さん（（（（（19981998199819981998年秋の研修会にて）年秋の研修会にて）年秋の研修会にて）年秋の研修会にて）年秋の研修会にて）

納屋のムササビ納屋のムササビ納屋のムササビ納屋のムササビ納屋のムササビ

イロハモミジの木にとまるムササビイロハモミジの木にとまるムササビイロハモミジの木にとまるムササビイロハモミジの木にとまるムササビイロハモミジの木にとまるムササビ

　皆さんも，日々の生活の中で気づかれること，思うことなどありましたら，友の会事務局
ずいじ

へご意見をお寄せください．随時，取り上げていきたいと思います．

　　　　　　　　　　　　　　　友の会活動いろいろ

■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□ ■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□

■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□ ■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□ ■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□
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●企画展「よみがえる江戸時代絵巻ー大名行

列ー」展示解説

場所：県立博物館企画展示室

日時：５月２日（日）　11：00～ 12：00

講師：山川浩實（博物館人文課長）

参加者：15名

●地びき網

場所：北の脇海水浴場

日時：７月 18日（日）10：00～ 13：00

講師：佐藤陽一（博物館主任学芸員）

参加者：60名

　当日の朝はあいにくの大雨でしたが，たくさ
あみ

んの会員の方が参加されました．雨の中で２網
いっせい おどろ

を一斉に引き，驚くほどの魚が採集できまし
ていねい

た．採集した魚は佐藤主任学芸員が丁寧に説明

してくれました．

友の会の行事の記録

展示解説の様子展示解説の様子展示解説の様子展示解説の様子展示解説の様子

地びき網の様子地びき網の様子地びき網の様子地びき網の様子地びき網の様子

い こ きゅうれき

　「亥の子」とは，旧暦十月亥の日に行われる，

稲の刈り上げを祝う行事である．この日に，亥
もち

の子餅をこしらえて食べたり，神に供えたりす

る習慣が，西日本一帯に広く分布している．ま
なわつ わら

たこの日は子供達が縄付きの石や，藁ボテで，
つ こうけい

各家々の庭先を搗き，餅などをもらう光景がみ

られた．

　亥の子の行事は，県下一円で行われていた

が，農業の機械化が進み，ほとんど見なくなっ
かんてん

た．また，亥の子の餅もらいも、教育的な観点

から禁止された地域もあって，今はその光景は

見られなくなった．
ぞくしん

　この亥の子の行事は，もともと中国の俗信に
きいん とらい

起因するもので，日本に渡来してからは平安時
きゅうてい ぶけ しょうか

代に宮廷で行われ，中世には武家，やがて商家
ふく みんかん

も含めて民間で広く行われるようになった．つ
でんとうてき

まり千年以上も続けられてきた伝統的行事であ

る．
ひごろ みんぞく

　私たちが日頃接する民俗には，事の始まりや
かてい

発展の過程が不明な場合が多い．古い記録に出

てこないからである．しかし今私たちは，目の

前に消えかかろうとしているさまざまな
ふうぞくしゅうかん ま

風俗習慣を目のあたりにしているのである．
こうせい

しっかりと見て後世に伝えたいと思う．　　　

　　　　　　（もりもと　よしのり：友の会幹事）

「「「「「亥亥亥亥亥ののののの子子子子子」」」」」のお供えもののお供えもののお供えもののお供えもののお供えもの

亥の子つき亥の子つき亥の子つき亥の子つき亥の子つき

　　　　　　　　　　　　　　　『『『『『由由由由由岐岐岐岐岐ののののの民民民民民俗俗俗俗俗』』』』』よりよりよりよりより
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（（（（（船船船船船越越越越越要要要要要氏氏氏氏氏画画画画画）））））

わが町わが町わが町わが町わが町・・・・・わが家の宝物わが家の宝物わが家の宝物わが家の宝物わが家の宝物

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　亥の子亥の子亥の子亥の子亥の子
森本　嘉訓
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●光をつかった昆虫観察

場所：名東郡佐那河内村

日時：７月 31日（土）　19：00～ 21：00

講師：大原賢二（博物館自然課長）

参加者：30名

　　　　　　　　　塚井康仁（小学校 4年）

　ぼくは，さなごうちに博物館友の会の
こんちゅうさいしゅう

昆虫採集に行きました．

　はじめに光で集まってくる虫をつかまえるた

めに青いライトが二つ，ふつうのライトが三つ

あり，ぼくはほとんどの昆虫がくると思いまし

た．

　でも，はじめはガやハチやセミやチョウチョ

が来ました．ぼくは，なかなかいないオオクワ

ガタやヒラクワガタやノコギリクワガタが来て

くれたらいいと思いました．

　一時間ぐらいたつとアシアカクワガタが来

て，ぼくは一ぴきでほかの人が二ひきとってい
ふしぎ

ました．不思議に感じたのは，足が赤かったこ

とです．ぼくははじめて見ました．

　時間がたつにつれて，ほとんどの人が帰りま

した．でもぼくはさいごまでまっていると，ヒ

　　　　　説明を受ける参加者説明を受ける参加者説明を受ける参加者説明を受ける参加者説明を受ける参加者

【【【【【参参参参参加加加加加者者者者者ののののの声声声声声よよよよよりりりりり】】】】】

●園瀬川釣り大会
そのせがわかこう

場所：園瀬川河口

日時：９月 26日（日）13：00～ 16：00

講師：佐藤陽一（博物館主任学芸員）

参加者：９名

　台風 18号が去り，釣り大会には最高のコン

ディションでした．

［釣れた魚］タイ科―キビレ・クロダイ，スズキ

　科―スズキ

［タモ網でとれた魚］メダカ科―メダカ，カダヤ

　シ科―カダヤシ，シマイサキ科―コトヒキ，

　ハゼ科―マハゼ・アベハゼ・アカオビシマハ

　ゼ・チチブ
もくしかんさつ

［目視観察］ボラ科―ボラ類（たぶんボラとセス

　ジボラ），ハゼ科―トビハゼ

釣り大会の結果釣り大会の結果釣り大会の結果釣り大会の結果釣り大会の結果　

　第１位　大塚あきと君　

　第２位　山本優真君　

　第３位　武市泰典君

いのうただたか

●企画展「伊能忠敬が描いた日本」展示解説

場所：博物館企画展示室

日時：10月３日（日）　11：00～ 12：00

講師：平井松午氏（徳島大学教授）

　　　長谷川賢二（博物館主任学芸員）

参加者：14名

吸虫管吸虫管吸虫管吸虫管吸虫管（（（（（きききききゅゅゅゅゅうううううちちちちちゅゅゅゅゅうううううかかかかかんんんんん）））））で小さなハエをとるで小さなハエをとるで小さなハエをとるで小さなハエをとるで小さなハエをとる

展示解説の様子展示解説の様子展示解説の様子展示解説の様子展示解説の様子

ラクワガタのオスが二ひきとメスが四ひきとれ

てぼくはすごくラッキーでした．

　今日はすごく楽しかったです．

スズキスズキスズキスズキスズキ
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　　　　【事務局から】

《友の会のホームページができました友の会のホームページができました友の会のホームページができました友の会のホームページができました友の会のホームページができました》

　7月に博物館のホームページがリニューアル

しましたが，それにあわせて友の会のホーム

ページも新たにオープンしました．友の会につ

いて説明や入会方法，出版物の案内などを掲載

しています．また，試験的にアワーミュージア

ムNo.10も PDF形式で公開しています．友の

会を広く知っていただけるページにしたいと考

えていますので，アイディアやすてきなイラス

トがあれば，事務局までお寄せください．

■ホームページのアドレス　

　　http://www.museum.comet.go.jp/

　　tomo/tomo.htm

●新しいコーナーのお知らせ

　アワーミュージアム第 11号より新コーナー

を設けました．「わが町・わが家の宝物」と題し
めずら なつ

て，珍しい写真や懐かしい風景，昔の行事など

を紹介します．会員の皆様から心温まる資料や

写真をお待ちしています．たくさんのご応募を

よろしくお願いします．

［応募方法］

　年中行事（祭，踊り），昔の風景（橋，水車，

船）などの古い写真や，絵はがきなどがありま

したら， 事務局宛に解説文（400字程度）をつ

けてご送付下さい．

●アワーミュージアム既刊号の訂正について

　第９号の記事について，著者の方より次のご

指摘がありました．ご訂正下さい．

増谷正幸「鳥の生息数を調べる」１ページ左13

行目「～25 ｋｍ位が適当です．そこで双眼」➡

「～2.5ｋｍ位が適当です．そこを双眼」に訂正．

１ページ左 17行目「生息数に近づけますが，」

➡「生息数に近づきますが，」に訂正．

●今後の友の会行事予定

・企画展「発掘された日本列島'99　新発見考古

　速報展」説明会　11月３日（水）　　　　　

　博物館企画展示室（1階）および部門展示室

　（2階）

・秋の研修会　11月 28日（日）

　香川県立歴史博物館などを予定　

・友の会バザー＆竹でっぽうづくり

　12月 19日（日）博物館実習室

・草だんごづくり＆七草がゆ

　1月30日（日）または2月6日（日）博物館

　実習室

＊詳しくは追ってご案内します．


